
タイホウ コーポレーション オブ タイランド 新工場建設
システム製品のグローバルな拡大特 集
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大豊グループの主力製品の一つであるバキュームポンプ。
新興国での自動車生産が拡大していく中、当社にとって
初となる「システム製品の海外現地生産」に取り組むプ
ロジェクトを立ち上げました。
今回、生産拡大に携わった担当者から話を聞いてみま
した。

2011年にバキュームポンプが海外のお
客様へ納入することが決まり、プロジェク
トチームを立ち上げました。当初は国内
で生産する予定でしたが、納期、品質保
証、コスト、環境面など、お客様へのメリッ
トを総合的に検討した結果、現地生産で
企画を固めることになりました。当時タイ
には生産スペースがなかったので、新工
場建設の企画もスタートすることになり
ました。

T-Kids開園とともに3歳と1
歳の子どもを預けています。
T-Kidsは働くママ目線で考え
てくれていると感じることが
多々あります。お昼寝用のお布
団や、乳児がご飯やおやつを食
べる時のよだれかけ等すべて
用意していただけるので、準備

や洗濯の手間が省けます。また、祝日も預かってくれる
ため、お休みをとらなくていいのはとても助かります。
子育て世代の女性の会社復帰を後押しする環境で働
けることが大変ありがたいことだと感じています。

当社では「従業員一人ひとりの多様性を尊重し、その
能力が最大限に発揮できる職場環境づくり」を目指
し人事制度のさらなる充実に向けて取り組んでまい
りました。
人事制度の見直し、および事業所内託児所の開設に
携わった担当者から話を聞いてみました。

企業成長 環境貢献 の両立と

インタビュー インタビュー

人事制度の見直し、事業所内託児所の開設
女性の活躍を推進する職場づくり特 集
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プロジェクトの概要について教えてください。

今回のプロジェクトで苦労したことは？
海外拠点のサポートという点で社内体制が万全とは言え
ず、現地の部品調達や品質保証の体制づくりが一番苦労し
ました。また、タイ駐在スタッフにとっても初めての経験
だったため、手さぐりで業務にあたっていたと思います。

今後の課題を教えてください。
いかに従業員のニーズを把握し、諸制度へ反映させていく
かが重要であると考えています。女性の活躍推進法も制
定され、ますます環境面、制度面の整備が必要不可欠に
なってきます。引き続き、職場での困り事やニーズを着実
に吸い上げ、環境面、制度面を充実させていく必要がある
と思っています。 今後、どのような課題がありますか？

1人でも多くの従業員に利用してもらえるよう利用促進活
動が必要だと思っています。育児休業の方を対象としたラ
ンチミーティングや、男性従業員向けの施設見学会などを
行い、託児所を積極的に活用いただけるように対応してい
きます。

会社にとって、今後どのような活動が必要ですか？

今後、この経験をどのように職場に活かしますか？
研修生とのやりとりで、「どこまで伝えられるか？伝えられ
たか？」を考えさせられました。熱意や思いはジェスチャー
で通じましたが、作業手順書で伝えられるようにすること
が今後の課題だと感じています。
　
現地が忙しい状況で業務依頼しなければならない時のコ
ミュニケーションの取り方も良い経験になりました。駐在ス
タッフとこれほどかかわるのは初めてでしたので、現地で何
に困っているのか常に意識するようになりました。

企画面で準備が進み、いよいよ量産となり、
現地生産の準備で苦労したことは？

◆タイホウコーポレーション
　オブタイランド

今回のプロジェクトでは2人の現地スタッ
フが半年間、篠原工場で研修してもらいま
した。当初は手取り足取りで作業手順を教
えていましたが、最終的には自分たちで作
業手順書を作成できるまで成長しました。
やはりコミュニケーションは大事だと実感
しました。いっしょに日本食（うどん）を食
べに行って喜んでもらえたのは良い思い
出です。

このプロジェクトにより、環境対応製
品であるバキュームポンプの生産が
飛躍的に拡大し、売上高の上昇ととも
に環境貢献度も増加します。

ASEANにおける第2の生産・販売拠点と
してタイに2003年に設立。
2014年2月より新工場を建設し、生産
拠点としても稼働を開始。

今後の展望をお聞かせください。
女性従業員の採用比率
向上や、管理職比率向上
に向けたリーダー意識の
醸成に取り組む必要があ
るとともに、今後は多様
性が尊重される職場とな
るよう意識・風土改革を
進める必要があると考え
ています。

これからも海外のシステ
ム製品の生産が増えてい
くと思います。今回のプ
ロジェクトは手さぐりで進
めてきた部分もあります
が、こうした経験もケース
スタディにして次に活か
したいと思います。

◆託児所「T-Kids」

経営企画部
石黒 広昭

女性の活躍推進に向けて、まずは2点の
制度の見直しを行いました。
①育児短時間勤務の取得可能期間の
延長
　（小学校就業前まで→小学校3年生まで）
②育児、介護、配偶者の転勤に伴う退職者
　の再雇用制度の導入

人事制度の見直しについて教えてください。

総務人事部
野々山 誉男

総務人事部
田中 真依子

2014年4月にプロジェクトが本格的に始
動しました。従業員の仕事と育児の両立
支援ができる託児所を目指しました。ま
た、どんな保育プログラムなのか、食事は
どんなものが提供されるのかを事前に
知っていただけるよう、開園前に託児所を
イメージした広場を会社行事で出展した
りしました。従業員が安心して仕事に集中
でき、子どもも楽しく過ごせる素敵な託児
所が開園しました。

事業所内託児所の企画のポイントを
教えてください。

総務人事部
野崎 典子

1回/月のフォロー会が、量産開始間際で
は1回/週になり、現地・各部署との情報共
有に苦労しました。バキュームポンプという
製品は部品点数の多さから、品質、調達面
で確認作業が多かったこともありますね。
海外で勝手が分からない状況の中でも、
各部機能が遅延なく計画を進めていける
ように気を配ってフォローを行いました。

量産開始が近付くと、進捗フォローも
忙しかったのでは？

生産管理部
榊原 強史

篠原工場
谷名 美勝

利用者の声

仕事と子育ての両立を支援し、従業員が安心して
仕事に集中できる環境を整えることで、優秀人財
の確保につなげることを目的とし、2015年4月
に開園。祝日を含め会社稼働日に合わせて運営。
祝日など公立の子ども園が休園で当社稼働日に
預け入れができる一時保育を設定している。2010
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